
川崎市市政100周年・国立医薬品食品衛生研究所創立150周年記念
合同市民公開講座

令和6年6月2日（日）

国立医薬品食品衛生研究所・所長
本間正充

食べても大丈夫!？
-身近な食品中の安全と安心-
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本日の話題

1.化学物質
 食品に含まれる発がん物質

2.放射線物質
 福島原発事故後の食品の安全性

3.本当に注意すべきは食中毒
 アニサキス、ノロウィルス、カンピロバクター、自然毒

4.健康食品は安全なの？
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私たちが食べている食品は危険なのか？
発がん性は大丈夫？
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食品安全委員会の食品に係るリスク認識アンケート調査
ガンの原因になると考える項目

平成27年５月13日
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グループ
（2023年12月）ヒトに対する評価 発がん性を示す根拠の程度 例

グループ 1
128種類

ヒトに対して発がん性
がある ヒトにおいて「発がん性の十分な根拠」がある場合

たばこ、アルコール飲料、アスベス
ト、ヒ素、加工肉（ハムやソーセー
ジ）、放射線物質、太陽光（紫外
線）、ベンゾ[a]ピレンなど

グループ 2A
95種類

ヒトに対しておそらく
発がん性がある

以下のうち少なくとも2つに該当する場合
*ヒトにおいて「発がん性の限定的な証拠」がある
*実験動物において「発がん性の十分な根拠」がある
*発がん性物質としての主要な特性を示す有力な証拠がある

亜硝酸塩、アクリルアミド（高温の
調理で発生する）、赤肉（哺乳類の
肉）、65℃以上の飲物、日焼けラン
プの照射など

グループ 2B
323種類

ヒトに対して発がん性
がある可能性がある

以下のうち1つに該当する場合
*ヒトにおいて「発がん性の限定的な証拠」がある
*実験動物において「発がん性の十分な根拠」がある
*発がん性物質としての主要な特性を示す有力な証拠がある

AF-2、アスパルテーム、わらび、漬
物、二酸化チタン、ガソリンエンジ
ンの排気ガスなど

グループ3
500種類

ヒトの対する発がん性
について分類できない 上記いずれにも該当しない場合 カフェイン、茶、コーヒー、サッカ

リンなど

発がん性の分類
-国際がん研究機関の分類-
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発がん性はどうやって調べるの？

I. 人での疫学的証拠（グループ１）

II. 動物実験等による証拠（グループ２）

遺伝毒性発がん物質 非遺伝毒性発がん物質

 マウス・ラットを使った発がん性試験
 遺伝毒性試験（細菌、細胞、動物）
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発がん物質には2種類ある

(B) がんの元となる細胞の増殖を促進する
（非遺伝毒性発がん物質）

（A) DNAに傷をつけ突然変異を誘発する
（遺伝毒性発がん物質）

用量

発
が
ん
性

いき値

用量

発
が
ん
性

ある用量以下であれ
ば発がん性は無い

どんなに低用量でも
発がん性（リスク）
はある

(A) (B)

• アルコール飲料
• 加工肉・赤肉

• ベンツピレン
• アクリルアミド等

安全性係数
（X100～1000）どんなに低用量でも

ゼロにはならない 8絶対安全領域
（リスクゼロ）



遺伝毒性発がん性が認められた食品添加物、農薬等の使用は
日本では認められていません！

食品添加物
農薬
動物医薬品等

意図的に添加されるもの
（避けることができる）

汚染物質
不純物
天然由来物質等

非意図的に存在するもの
（避けることができない）

非遺伝毒性発がん物質で
あれば安全性量が計算さ
れ、それ以下であれば発
がんリスクは無い

遺伝毒性性発がん物質は
低レベルでも発がんリス
クが存在する、実質使用
禁止

非遺伝毒性発がん物質で
あれば安全性量が計算さ
れ、それ以下であれば発
がんリスクは無い

遺伝毒性性発がん物質で
あっても、適切なリスク
レベルで管理することが
できる

食品安全員会での低レベル化学物質のリスクの考え方

遺伝毒性発がん物質 非遺伝毒性発がん物質
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強さは？
（TD50)

摂取量は？
（mg/日）

発がん性のリスクは、動物を使った発がん性試験の結果
と、摂取量によって決まります

X

発がんのリスク

用量

発
が
ん
性

50％

100％

物質A
（強い）

物質B
（弱い）

動物の半数にがんを発生させる量（TD50）

A-TD50 B-TD500％
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普通の食品中に含まれている遺伝毒性発がん物質

食品添加物（昭和49年まで使用）
• AF2：グループ2B

ひじき、海藻、米
• ヒ素：グループ1

かつおぶし、燻製
• ベンゾ[a]ピレン：グループ1

ポテトチップス、フライドポテト、コーヒー
• アクリルアミド：グループ2A
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AF-2（フリルフラマイド）

【概要】
 AF-2はニトロフラン系化学物質で、昭和40

年代に食品保存の用途で、豆腐や魚肉ソー
セージ、麺類に使われてきた食品添加物で
ある。

 昭和40年代後半になって、AF-2が強い遺伝
毒性を示すこと、さらに、マウスに胃ガン
を起こすことが確認された。

 昭和49年（1974年）に使用禁止になった。
三一書房 1974年

AF-2
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Furylfuramide.png


AF-2の遺伝毒性と発がん性

起源：  保存料（食品添加物）
IARC：  ２B
遺伝毒性： 有り
発がん性： 遺伝毒性発がん物質
TD50： 29.4 mg/kg/日
1日摂取量： 0.0057 mg/日（当時、推定）

遺伝毒性発がん性物質である
ので全面禁止（昭和49年）
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スウェーデン食品局はコメにヒ素が多く含まれている
ため、6才未満の乳幼児にコメを与えないように勧告

(2015年）

英国食品規格庁が、ひじきには高濃度のヒ素
が含まれるため、国民に食べないように勧告

（2004年7月）

食品中の無機ヒ素含有量
食品安全（食品安全委員会季刊誌）37, 2014より
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http://healthil.jp/16754
http://www.laurellikesjuiceplus.com/archives/674


無機ヒ素の遺伝毒性と発がん性

食べても大丈夫？

＊AF-2と比べると発がん性の強さは100倍、1日摂
取量は3.5倍も高い

起源：  自然（ひじき）
IARC：  １
遺伝毒性： ？
発がん性： 発がん物質
TD50： 0.3 mg/kg/日
1日摂取量： 0.02 mg/日（日本人、推定）
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かつおぶしには発がん物質であるベンツピレンが含まれ
てるためEUには輸出できない（2014年）

製品
食品加工油脂
ココナッツ油
カカオ豆および加工品
肉類の燻製
魚・水産製品の燻製
かつおぶし
乳幼児向けの食品

最大基準値
2.0μｇ/kｇ
2.0μｇ/kｇ
5.0μｇ/kｇ
2.0μｇ/kｇ
2.0μｇ/kｇ
5.0μｇ/kｇ
1.0μｇ/kｇ

EUでの食品中のベンツピレンの最大基準値
（農林水産省2015年9月）

品名
かつおかれぶし削りぶし
かつお削りぶし
その他の削りぶし

平均値
23μｇ/kｇ
30μｇ/kｇ
24μｇ/kｇ

削り節製品中のベンツピレン含有濃度
（農林水産省2013年3月）

ベンツピレン
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http://makutabi.jp/experience/post-1171


ベンツピレンの遺伝毒性と発がん性

起源：  食品加工（かつおぶし）
IARC ： １
遺伝毒性： 有り
発がん性： 遺伝毒性発がん物質
TD50： 0.5 mg/kg/日
1日摂取量： 0.00001mg/日（日本人、推定）

発がんのリスクは低い？

＊AF-2と比べると発がん性は60倍高いが、1日摂取量は
570分の1
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ポテトチップス、フライドポテトには発がん物質であるアクリルアミドが
多く含まれている！(2002年4月）

ポテトチップス   467～3,544 170～2,287
フライドポテト   512～ 784 <50～3,500
ビスケット、クラッカー 53～ 302  <30～3,200
朝食用シリアル   113～ 122 <30～1,346
とうもろこしチップス類 117～ 535 34～ 416
食パン、ロールパン  <9～ <30 <30～ 162
チョコレートパウダー  104～ 141 <50～ 100
コーヒーパウダー   151～ 231 170～ 230
ビール     <3   <30

食品 日本 海外5カ国

（単位μg/kg）

アクリルアミド

食品中のアクリルアミドの含有量
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Acrylamid.svg


アクリルアミドの遺伝毒性と発がん性

起源：  食品調理（ポテトチップス等）
IARC：  ２A
遺伝毒性： 有り
発がん性： 遺伝毒性発がん物質
TD50： 3.75 mg/kg/日
1日摂取量： 0.05 mg/日（世界平均）
＊AF-2と比べると発がん性は8倍高く、1日摂取量は9倍
高い

本当に安全なの？
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食品中の発がん物質のリスク

発がん物質

AF-2
食品添加物

ヒ素
ひじき

ベンツピレン
かつおぶし

アクリルアミド
ポテトチップス等

IARC

2B

1

1

2A

TD50
(mg/日)

1470

15

25

188

摂取量
(mg/日)

0.0057

0.02

0.00001

0.05

発がん死リスク
（／100万）

1.9

ー

0.2

133

日本での死因の生涯リスク（/100万）
（中央環境審議会報告書より引用)

交通事故
水難
火災
自然災害
落雷

6000
700
600
30
２

日本人のがん死亡率・がん罹患率
（国立がん研究センター）

がんで死亡 男性25％、女性16％
がんに罹患 男性62％、女性47％
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本日の話題

1.化学物質
 食品に含まれる発がん物質

2.放射線物質
 福島原発事故後の食品の安全性

3.本当に注意すべきは食中毒
 アニサキス、ノロウィルス、カンピロバクター、自然毒

4.健康食品は安全なの？
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2011年3月福島第一原子力発電所事故の発生
放射性物質が環境中に放出

放射性物質による食品汚染が発生

食事からの放射性セシウム年間線量の推定

基準値の設定と規制

※放射性セシウムとして

お店で食品を購入

平均的な食事を食べた
時の年間線量を推定

平均的な食事内容
食事量で混合

放射性セシウム
濃度を測定

調理

【地域別調査結果(過去と現在)】

食品に含まれる放射線物質か
らの線量（1年分）

カリウム

セシウム

福島第一原発事故後の食品中の放射性物質に関する研究（食品部）

一般の人々の
健康を守るた
めの基準であ
る公衆被ばく
の線量限度
1mSv/年



流通食品中の放射性セシウム濃度調査

産地：東北、関東、甲信越地方の17都県
購入場所：ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ、直売所など
対象品目：農・畜産物、山菜、きのこなど

【2022年度の調査における放射性セシウムの濃度分布】

水産物の放射性物質調査（水産庁HPより引用）
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福島第一原発事故後の食品中の放射性物質に関する研究（食品部）



本日の話題

1.化学物質
 食品に含まれる発がん物質

2.放射線物質
 福島原発事故後の食品の安全性

3.本当に注意すべきは食中毒
 アニサキス、ノロウィルス、カンピロバクター、自然毒

4.健康食品は安全なの？
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アニサキス

カンピロバクター

ノロウィルス
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ノロウイルスによる健康被害実態及び食品寄与割合の推計に関する研究
（食品衛生管理部）

COVID前
(2018.1-2020.3)

COVID期
(2020.4-2022.12)

業態 検査数 陽性
数 % 検査数 陽性数 %

保育園・幼稚園 22189 246 1.1 43172 89 0.2

学校給食 26590 136 0.5 21460 20 0.1

スーパーマーケット 2128 230 10.8 1096 80 7.3

食品工業 6688 89 1.3 5234 24 0.5

全体 89295 977 1.1 100041 289 0.3

調理従事者のノロウイルス検査陽性割合(2018.1-2022.12)

感染 発症 回復

排出ウイルス

ウイルス遺伝子

有症期間

リスク期間

数
量

ウイルスを拡散する可能性がある

ノロウイルス糞便検査の実態

刻み海苔が関与したノロウイルス食中毒事件の概要（2017年）

野田, 国立医薬品食品衛生研究所報告 2017年

約1週間
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本日の話題

1.化学物質
 食品に含まれる発がん物質

2.放射線物質
 福島原発事故後の食品の安全性

3.本当に注意すべきは食中毒
 アニサキス、ノロウィルス、カンピロバクター、自然毒

4.健康食品は安全なの？
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2024年3月22日 毎日新聞
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プベルル酸
（分子量 198）

5月28日 厚生労働省発表資料一部
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栄養機能食品 特定保健用食品
（トクホ） 機能性表示食品 その他の健康食品

有効性・安全性に
関する国の関与

国の審査は不要（既に科学的根
拠が確認された栄養成分を一定
の基準量含んでいることが条
件）

国の審査が必要
・安全性：食品安全委員会
・有効性：消費者庁

届け出のみで国の審査なし、企業
が科学的根拠を示す必要あり 届け出不要、国の審査も無し

可能な表示 栄養成分の機能の表示（国が定
める定型文）

健康の維持・増進に役立つ旨を
表示可能（疾病リスクの低減の
表記可）
・～の吸収を抑える
・～の気になる方に

健康の維持・増進に役立つ旨を表
示可能（疾病リスクの低減の表記
不可）
・～の調子を整える
・～に役立ちます

機能性は表示できない

マーク 無し 無し 無し

健康食品の分類
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2002年 ・中国製痩せ薬による健康被害（肝障害・死亡）
2003年 ・雪茶、納西雪茶による健康被害（肝障害）
 ・Ｄ-ソルビトールを多量に添加した健康食品（下痢）
 ・アメマシバを含む加工商品による健康障害（気管支炎）
2004年 ・コンフリーを使用した健康食品等による健康被害（肝障害）
2022年 ・医薬品成分（シブトラミン）を含むダイエット食品による健康被害
 （血圧上昇・心拍数増加）
2024年 ・紅コウジサプリメントによる健康被害（腎障害・死亡）

健康食品による国内での健康被害例
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2002年7月25日
読売新聞 夕刊
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製品 肝機能障
害

甲状腺障
害

詳細不
明

御芝堂減肥こう嚢
せん之素こう嚢

茶素減肥

276 52 97

他42種 371

厚労省HP：http://www.mhlw.go.jp/houdou/2002/07/h0719-3.html

中国製ダイエット製品による健康被害

国内で2002年～2006年7月の間に肝障害や甲状腺障害の事例
が796人（入院149人、死亡4人）報告された

N-ニトロソフェンフルラミン事件（2002年7月）

フェンフルラミン
（Fenfluramine）

N-ニトロソフェンフルラミン
（N-Nitroso fenfluramine）
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2003年
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栄養補助食品: 知っておくべきこと

Effectiveness
Some dietary supplements can help you get adequate 
amounts of essential nutrients if you don’t eat a 
nutritious variety of foods. However, supplements 
can’t take the place of the variety of foods that are 
important to a healthy eating routine.

Safety and Risk
Many supplements contain active ingredients that can 
have strong effects on the body. Always be alert to the 
possibility of a bad reaction, especially when taking a 
new product.

効果
サプリメントは、必須栄養素が十分とれない場合
に適切な量の必須栄養素を摂取するのに役に立つ
可能性がある。しかし、サプリメントは健康的食
事の代わりにはならない。

安全性とリスク
多くのサプリメントには、体に強い影響を与える
可能性のある有効成分が含まれています。特に新
しい製品を摂取するときは、悪い反応が起こる可
能性があることに常に注意してください。
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実際のリスクに基づくと

リスク＝影響の大きさ×発生頻度

リスク 健康被害
あり

低い 高い

 病原性微生物による汚染
 ウイルスによる汚染
 自然毒（フグ、貝毒、毒キノコ、有毒植物等）
 いわゆる健康食品

 食品添加物
 残留農薬
 放射線

消費者の皆さんが不
安なのはこっち？

本日の話のまとめ
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